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がんの新しい治療がんの新しい治療

副作用副作用副作用副作用のののの少少少少ないがんないがんないがんないがん治療法治療法治療法治療法



がんのがんのがんのがんの弱点弱点弱点弱点

がん組織は正常組織に

比べ、熱に弱いことが
世界の科学者によって
証明されています。

41.5℃から44℃程度の

温度で死滅します。

がんは手強い相手ですが、無敵ではなく弱点もあります。



ハイパーサーミアハイパーサーミアハイパーサーミアハイパーサーミアのののの原理原理原理原理

� がんは身体の表面から深い臓器に至るまでほとんどの
組織にできる病気です。温水などでの普通の加温では、
所定の温度(41.5℃以上)に高めることは不可能ですが、
高周波エネルギーを巧みに利用することによって加温が
可能です。また、高周波をがん組織と正常組織に同時に
加えても、正常組織は血管が拡張して血流が増え、放熱
しやすいのですが、がん組織ではほとんど血管の拡張
がなく、血流が少ないため蓄熱しやすく、正常組織に比
べ高い温度に保たれます。
この特性に着目し、研究を重ねた末、生まれた治療法が
高周波高周波高周波高周波ハイパーサーミアハイパーサーミアハイパーサーミアハイパーサーミア（（（（温熱治療温熱治療温熱治療温熱治療））））です。

どうしてがんを温めますか？



がんはなぜがんはなぜがんはなぜがんはなぜ熱熱熱熱にににに弱弱弱弱いかいかいかいか？？？？

� がん細胞は一般的に血
流不足。酸素不足のため
代謝が変わり、乳酸がた
まって酸性に傾き、その
ため熱に弱くなります。
がん細胞は相互に連絡
が悪く、正常細胞のよう
には高温に耐えられない
ので、死滅します。

低pHで
は死滅し
やすい

【温熱と細胞の生存率】



治療の種類とハイパーサーミア
現在のがん治療

には、外科治療、
化学治療、免疫治
療、そして最近開
発された高周波ハ
イパーサーミア治
療があります。高
周波ハイパーサー
ミア治療は従来の
治療との併用も行
うことが可能です。



どうやって加熱するの？



温度分布

サーモトロンRF-8の電極は、
直径7cmから30cmのもの
まであります。これらを組み
合わせることによって表部
から深部まで選択的に加温
することができます。

（白
い
部
分
が
高
温
）



どんながんに
効くの？

• 脳・眼球を除くす
べての部位に適
用されます。

• 初期、末期を問
いません。

• がん組織型や
種類を問いませ
ん。



ハイパーサーミアハイパーサーミアハイパーサーミアハイパーサーミアのののの良良良良いところいところいところいところ

� 高周波ハイパーサーミア治療によって免疫が著名に活性します。
高周波を組織に加え、39℃～41℃になりますと免疫（NK細胞、インターフェロン-γ、
マクロファージ等）が著名に活性化し、がん細胞を死滅させることも期待されています。

� QOL（生活の質）が高まります。
がん治療の多くは副作用が伴いますが、高周波ハイパーサーミア治療は、そのよう
な副作用がほとんどありません。治療を奨めると疼痛の緩和、食欲増進、体力の回
復、気分が良くなるなど、療養中の生活の質の向上も大きく得られます。

� その他の治療との併用効果が得られます。
� がん組織への薬剤の取り込みを増やします。
高周波をがん組織に加え39℃～41℃に発熱させると、がん組織へ抗がん剤等の取
り込みが通常の数倍多くなり、薬剤効果を一段と高めます。また、薬剤の投与量が少
なくでき、副作用の軽減ができます。

� 放射線治療の効果を増強させます。
ハイパーサーミア治療を併用することにより、放射線効果をさらに高め、黒色腫など
放射線抵抗線のがんに有効なことも実証されています。

直接がん細胞を壊死させるだけでなく、こんな役割も。


